
詩
と
保
健
の
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関
連
」
指
導
　
　
詩
教
育
の
研
究

（
蟻
）

是
立

悦
努

1

　
こ
の
論
文
で
は
、
堅
田
美
穂
氏
（
高
知
県
高
岡
郡
大
野
見
中
学
校
）
の
単
元
「
生

命
の
誕
生
」
と
い
う
実
践
を
取
り
上
げ
る
。
堅
田
美
穂
『
国
語
科
に
お
け
る
詩
教
育

の
機
能
に
関
す
る
研
究
』
　
（
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
　
一
九
九
三

年
一
月
）
所
収
の
実
験
授
業
で
あ
る
。

　
こ
の
実
践
を
取
り
上
げ
る
の
は
喝
二
っ
の
理
由
に
よ
る
。
一
っ
は
、
国
語
科
と
保

健
体
育
科
と
い
う
、
全
く
異
質
の
教
科
の
教
育
内
容
を
「
関
連
」
さ
せ
る
と
い
う
帖

先
駆
的
な
研
究
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
国
語
科
（
詩
教
育
）
の
教
科
内
容
を
滴

他
教
科
の
教
科
内
容
と
の
「
関
連
」
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
も
う
一
っ
の
理
由
は
、
こ
の
研
究
が
「
詩
教
材
の
機
能
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
詩
教
材
の
機
能
」
の
研
究
は
喝
私
自
身
も
、
こ
れ
ま
で

研
究
課
題
と
し
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
堅
田
氏
は
滝
こ
の
研
究
の
動
機
を
喝
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
《
教
師
が
直
接
詩
を
丁
寧
に
教
え
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
詩
が
詩
と
し
て
機
能

　
す
る
な
ら
学
習
者
は
詩
の
言
葉
と
自
分
が
お
か
れ
て
い
る
場
の
状
況
に
よ
っ
て
自

　
力
で
鑑
賞
を
行
う
の
で
推
な
い
か
と
い
う
考
え
喝
或
い
は
滝
他
の
学
習
目
標
を
達

　
成
し
て
い
く
う
え
で
、
詩
は
有
効
に
作
用
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
、

　
こ
の
研
究
の
源
に
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
洩
足
立
悦
男
氏
の
『
新
し
い
詩

　
教
育
の
理
論
』
に
出
会
い
帖
小
規
模
校
に
勤
務
し
て
い
る
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で

　
あ
っ
た
。
》
（
は
じ
め
に
）

　
こ
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
発
想
さ
れ
た
地
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
く
に
沌
　
「
詩
が
詩
と
し
て
機
能
す
る
」
た
め
の
「
場
」
の
設
定
と
い
う
観
点
が
、

こ
の
実
践
に
実
験
性
を
も
た
せ
て
い
る
。
　
「
詩
の
教
材
と
し
て
の
価
値
は
、
学
習
者

と
詩
が
お
か
れ
る
場
の
関
係
の
中
で
決
ま
る
」
　
（
は
じ
め
に
）
と
い
う
研
究
仮
説
で

あ
る
。
拙
著
『
新
し
い
詩
教
育
の
理
論
』
　
（
一
九
八
三
年
）
は
洩
　
「
詩
教
材
の
機
能
」

に
っ
い
て
為
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら
考
察
し
て
い
る
が
栖
詩
教
材
の
詩
論
的
研
究
で

あ
っ
て
、
授
業
に
お
け
る
「
場
」
と
い
う
考
え
方
を
し
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
沌

詩
教
育
に
お
け
る
「
場
」
と
い
う
発
想
は
抽
堅
田
氏
に
独
自
の
ア
ン
グ
ル
で
あ
る
。
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詩
ど
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遵
」
指
導
－
詩
教
育
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研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

一
　
単
元
〔
生
命
の
誕
生
〕
の
構
成
と
指
導
計
画

　
単
元
「
生
命
の
誕
生
」
は
、
基
本
的
に
は
保
健
体
育
科
の
授
業
で
あ
る
が
、
国
語

科
（
詩
）
と
の
「
関
連
」
指
導
の
試
み
で
も
あ
っ
た
。
国
語
科
サ
イ
ド
か
ら
の
実
験

的
テ
ー
マ
は
、
　
「
保
健
の
学
習
内
容
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
唱
学
習
者
の

詩
の
鑑
賞
が
ど
う
深
ま
る
か
（
詩
と
組
み
合
わ
せ
た
ば
あ
い
、
保
健
の
学
習
内
容
に

詩
が
ど
う
い
う
作
用
を
及
ぼ
す
か
）
」
と
い
う
研
究
仮
説
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
こ
の
実
践
は
、
同
校
の
高
橋
由
美
子
氏
（
保
健
体
育
科
担
当
）
と
の
合
同

授
業
（
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
で
あ
る
。

　
単
元
構
成
と
指
導
計
画
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

12
対
象
者

　
大
野
見
中
学
校
　
二
年
生
十
八
名
（
男
子
八
名
、
女
子
十
名
）

　
大
野
見
中
学
校
　
三
年
生
十
四
名
（
男
子
七
名
滝
女
子
七
名
）

授
業
の
流
れ
（
全
　
二
時
間
）

　
1
　
命
の
芽
生
え
（
受
精
）
　
　
　
　
　
　
（
一
時
間
）

　
2
　
生
命
誕
生
（
胎
児
の
成
長
と
出
産
）
　
　
（
一
時
間
）

　
以
下
、
第
一
時
、
第
二
時
と
順
を
お
っ
て
分
析
し
て
い
く

こ
の
実
践
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

。
そ
し
て
、

さ
い
ご
に
、

二

　
「
生
命
の
誕
生
」
第
一
時
の
授
業

「
生
命
の
誕
生
」
第
一
時
の
指
導
計
画
は
、

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

2ユ3546
　
学
習
内
容
を
示
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
）

　
詩
を
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
）

　
　
詩
の
題
「
碩
歌
」
の
意
味
を
説
明
す
る
。

　
（
意
味
の
分
か
ら
な
い
箇
所
に
1
線
を
引
く
よ
う
に
指
示
す
る
。
）

　
命
の
も
と
は
何
で
あ
っ
た
か
考
え
さ
せ
る
。
ど
う
や
っ
て
で
き
た
か
考

え
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
）

　
命
の
芽
生
え
の
仕
組
み
を
理
解
さ
せ
る
。
　
（
保
健
）

．
詩
を
読
む
。
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
（
国
語
）

　
　
－
線
の
箇
所
が
理
解
で
き
た
か
確
認
す
る
。

　
授
業
の
感
想
を
書
く
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宿
題
）

　
こ
の
授
業
は
、
単
元
名
「
生
命
の
誕
生
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
授
業
題
目

「
命
の
芽
生
え
」
　
（
第
一
時
）
　
「
生
命
誕
生
（
胎
児
の
長
長
と
出
産
）
」
（
第
二
時
）

と
あ
る
よ
う
に
帖
基
本
的
に
は
保
健
体
育
科
の
教
科
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

保
健
の
教
科
内
容
に
国
語
科
（
詩
）
の
教
科
内
容
が
組
み
込
ま
れ
た
、
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
保
健
の
学
習
内
容
を
示
し
た
あ
と
で
「
詩
を
読
む
」
、
そ

し
て
保
健
の
指
導
の
あ
と
で
ま
た
「
詩
を
読
む
」
、
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
こ
れ
を

み
る
と
滴
　
「
詩
が
詩
と
し
て
機
能
す
る
な
ら
学
習
者
は
詩
の
言
葉
と
自
分
が
お
か
れ

て
い
る
場
の
状
況
に
よ
っ
て
自
カ
で
鑑
賞
を
行
う
の
で
は
な
い
か
」
、
と
い
う
研
究

仮
説
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。



こ
の
「
指
導
計
画
」
に
も
と
づ
く
、
一
時
問
の
指
導
計
画
案
は
、

あ
る
（
表
1
）
。

次
の
と
お
り
で

　
そ
し
て
、
　
「
生
命
の
誕
生
」
第
一
時
で
使
用
さ
れ
た
詩
（
「
類
歌
」
）
は
、
次
の

よ
う
な
作
晶
で
あ
る
。

3

第？時の指導計画案て表

保健体育科（保健）指導計画案

1992年5月28日（木） 第3・6校時 指導者　　高橋由美子 堅田美穂

単元名 生命の誕生（いのちの芽生え・受精） ユ／2

《ねらい》
○いのちの芽生えのメカニズムを知る、
○いのちの芽生えのメカニズムを詩で読み取ることができる。

学習内容
。詩を読む

・自分のいのちに
ついて考える

・いのちの芽生え
のしくみを知る

発　問　　　指示

1）詩を聞きながら詩の内容
を考えてみよう。

2）みんなのいのちは申何か
らできたと思いますか。

指導上の留意点
・比職の多いこと1と気づかせ

る。

1父親（精子）母親（卵子）
の存在に気づかせる。

・精子、卵子、受精卵にっい
て説明する。

資料など

詩のプリント
　頒歌

図・写真

1いのちの始まりは、精子と
卵子が合体した受精卵が始ま
りであったことを確認させる。

。詩の内容を理解
する。

3）詩に用いられている比喰
は、それぞれ何をさしていま
すか。

。保健の教科内容と関わらせ
て理解できそいるかどうか。

・何がどのように比職されて
いるか気づかせる。

碩
歌
　
　
　
新
川
和
江

＊
○
く
■
目

女
の
な
か
に

月
ご
と
に
あ
た
ら
し
く
創
り
出
さ
れ
て

生
命
の
神
秘
を
た
た
え

母
な
る
大
地
を
　
あ
た
た
か
く

昇
る
太
陽

あ
か
く
　
照
ら
す
光

神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た

選
ば
れ
た
る
者
の
お
と
ず
れ
を
静
か
に
待
っ

期
待
と

可
能
性
の
火

＊
・
ω
り
①
『
昌
～
叶
0
N
◎
◎
目

か
れ
ら
は
い
そ
ぐ
　
い
そ
ぐ
　
い
そ
ぐ

急
流
を
さ
か
の
ぼ
る
魚
群
の
よ
う
に

水
泳
選
手
の
集
団
の
よ
う
に

か
れ
ら
は
お
よ
ぐ
　
お
よ
ぐ

2
億
3
億

た
だ
ひ
と
り

お
よ
ぐ

お
び
た
だ
し
い
数
の
仲
間
の
う
ち
か
ら

詩
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詩
と
保
健
の
「
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連
」
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導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

　
　
選
ば
れ
た
る
者
の
栄
冠
を
か
ち
と
る
た
め
に

　
　
く
ら

　
　
昏
い
谷
問
を
通
り
抜
け

　
　
エ
ベ
レ
ス
ト
よ
り
も
け
わ
し
い
峰
々
を
っ
ぎ
っ
ぎ
踏
破
し
て

　
　
　
　
　
　
た
お
　
　
　
　
　
　
　
し
か
ぱ
ね

　
　
力
つ
き
て
整
れ
た
友
の
屍
を
の
り
こ
え

　
　
か
れ
ら
は
ひ
た
す
ら
　
い
そ
ぐ
　
い
そ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
お
く
が

　
　
か
の
宮
殿
の
奥
処

　
　
か
、
が
り
火
に
守
ら
れ
て
夢
み
る
真
珠
に

　
　
誰
よ
り
も
早
く
ゆ
き
つ
く
た
め
に

　
　
真
球
は
目
ざ
め
る
　
愛
の
名
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら

　
　
真
珠
は
実
る
　
祝
福
さ
れ
た
一
っ
の
め
ぐ
り
逢
い
を
孕
ん
で

　
　
　
ま
つ
た

　
　
こ
の
全
き
合
一
へ
の
願
望
と

　
　
種
族
保
存
の
本
能
が
　
か
れ
ら
を
い
つ
も
い
そ
が
せ
て
や
ま
な
い

　
　
原
始
か
ら
未
来
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち

　
　
永
劫
に
っ
き
ざ
る
生
命
の
河
と
な
っ
て

　
活
々
と
　
か
れ
ち
は
き
ょ
う
も
　
流
れ
る
　
流
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
某
百
科
事
典
の
顕
微
鏡
写
真
に
添
え
て

　
「
頒
歌
」
と
は
、
　
「
神
の
栄
光
、
君
主
の
徳
、
英
雄
の
功
績
な
ど
を
ほ
め
た
た
え

る
歌
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
帖
　
「
か
れ
ら
」
　
「
選
ば
れ
た
る
者
」
は
、
作
者

に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
「
神
」
　
「
君
主
」
　
「
英
雄
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
○
く
冒
自
」
は
ド
イ
ツ
語
で
「
卵
子
」
、
同
じ
く
「
ω
潟
昌
屋
け
O
N
O
昌
」
は
「
精

子
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
日
本
語
の
「
精
子
」
　
「
卵
子
」
　
〕
受
精
」
と

い
っ
た
用
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
ド
イ
ツ
語
の
医
学
用
語
で
も
っ

て
暗
示
し
て
あ
る
。
日
本
語
の
直
接
表
現
を
避
け
た
の
は
冷
生
命
行
動
の
神
秘
を
、

比
楡
だ
け
の
カ
に
よ
っ
て
描
き
た
か
っ
．
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
授
業
の
展
開
は
、
堅
田
氏
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
《
第
一
時
問
目
は
、
ま
ず
高
橋
教
諭
（
保
健
体
育
担
当
）
が
学
習
内
容
は
「
命
の

　
芽
生
え
」
で
あ
る
こ
と
を
極
め
て
簡
単
に
伝
え
た
。

　
　
次
に
堅
田
が
資
料
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
詩
の
題
「
頒
歌
」
の
意
味
を
説
明
し

　
た
。
そ
の
後
抽
一
回
範
読
を
し
た
。
「
○
旨
冒
」
　
「
ω
肩
『
目
算
o
s
昌
」
は
訳
さ

　
ず
そ
の
ま
ま
読
ん
だ
。
　
「
難
し
い
」
　
「
何
の
こ
と
？
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　
「
比
職
で
書
か
れ
て
い
る
の
か
な
？
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
　
「
比
楡
が
使
わ
れ

　
て
い
ま
す
。
何
が
、
ど
う
比
楡
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
間
の
終
り
に
は

　
分
か
る
」
と
言
っ
た
後
、
自
分
で
読
み
な
が
ら
、
意
味
が
分
か
ら
な
い
箇
所
に
傍

　
線
を
引
く
よ
う
指
示
を
し
た
。
》

　
《
分
か
ら
な
い
箇
所
が
あ
る
か
ど
う
か
、
線
が
引
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し

　
た
後
、
授
業
者
を
交
代
し
た
。

　
　
保
健
体
育
科
の
保
健
の
学
習
は
喝
ほ
ぼ
指
導
案
通
り
に
進
め
ら
れ
た
。
「
精
子
」

　
「
卵
子
」
　
〕
受
精
卵
」
が
写
真
で
黒
板
に
掲
示
さ
れ
、
受
精
の
仕
組
み
が
説
明
さ

　
れ
た
。
学
習
が
一
通
り
終
了
し
た
時
点
で
、
授
業
者
は
再
び
堅
田
に
な
る
。

　
　
「
分
か
ら
な
く
て
線
を
引
い
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
ね
。
詩
を
読
み
ま
す
か
ら
、

　
そ
こ
が
分
か
っ
た
人
は
線
の
上
に
ま
る
印
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
い
、
詩

を
読
む
。
机
間
巡
視
し
て
プ
リ
ン
ト
を
見
る
と
、
生
徒
の
引
い
た
線
の
上
に
は
、

○
印
が
つ
い
て
お
り
、
比
．
職
さ
れ
て
い
る
も
の
が
理
解
さ
れ
た
と
考
え
た
。
　
「
頒

歌
」
　
「
○
く
■
冒
」
　
「
ω
潟
『
昌
算
o
s
昌
」
　
「
真
珠
」
　
「
か
れ
ら
」
な
ど
の
意
味

を
問
い
、
授
業
を
終
了
す
る
。
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一
授
業
時
間
の
中
で
授
業
者
は
滝
高
橋
一
堅
田
二
局
橋
・
堅
田
と
な
っ
た
。
授

　
業
時
間
は
高
橋
四
十
分
、
堅
田
十
分
で
あ
っ
た
。
授
業
の
感
想
は
宿
題
に
し
て
沌

　
書
い
て
く
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
》

　
こ
の
よ
う
に
、
一
時
間
の
中
で
、
詩
（
国
語
科
）
の
授
業
は
噛
わ
ず
か
一
〇
分
で

あ
る
。
難
解
な
比
職
で
成
立
す
る
「
類
歌
」
と
い
う
詩
が
、
わ
ず
か
一
〇
分
の
鑑
賞

に
よ
っ
て
、
・
「
理
解
さ
汀
た
」
と
い
う
手
応
え
（
堅
田
）
が
得
ら
れ
た
、
と
い
う
。

〕
受
精
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
習
内
容
と
し
た
保
健
の
授
業
と
の
「
関
連
」
に
お
い

て
、
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
っ
ま
り
滴
　
「
受
精
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
指
導
に

よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
の
中
に
、
　
「
類
歌
」
の
比
職
を
受
容
す
る
べ
ー
ス
が
で
き
た
と

み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
比
楡
を
受
容
す
る
べ
ー
ス
を
得
た
こ
と
で
滴
　
「
詩
が
詩
と
し

て
機
能
す
る
場
」
が
成
立
し
滝
　
「
自
力
の
鑑
賞
」
が
可
能
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
で
、
保
健
の
指
導
は
、
保
健
の
教
科
内
容
の
指
導
と
し
て
自
律
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
国
語
科
の
授
業
の
長
い
「
導
入
」
の
役
剖
も
果
た
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
の
「
関
連
」
指
導
は
池
科
学
（
保
健
）
と
文
学
（
詩
）
と
い
う
乳
質
な
ジ

ャ
ン
ル
の
間
で
行
わ
れ
た
・
概
念
（
科
学
）
と
形
象
（
文
学
）
と
い
プ
累
質
な
表
現

方
法
の
相
互
的
な
交
流
を
試
み
た
実
践
で
あ
る
。
そ
し
て
噛
科
学
の
「
知
」
の
領
域

が
、
文
学
の
「
像
」
の
世
界
の
受
容
に
、
確
か
な
基
礎
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　
堅
田
氏
の
設
定
し
た
「
教
材
と
し
て
の
価
値
は
、
学
習
者
と
詩
が
お
か
れ
る
場
の

関
係
の
中
で
決
ま
る
」
と
い
う
研
究
仮
説
は
、
こ
の
点
で
袖
じ
ゅ
う
ぶ
ん
証
明
で
き

て
い
る
。
詩
の
受
容
に
は
、
受
容
し
や
す
い
「
場
」
の
成
立
が
不
河
欠
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
学
習
者
の
「
自
力
の
鑑
賞
」
は
、
詩
の
世
界
を
受
容
し
や

す
い
「
場
」
の
演
出
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
実
践
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

三
　
「
生
命
の
誕
生
」
第
二
時
の
授
業

　
第
二
時
の
テ
ー
マ
は
滴
　
「
生
命
の
誕
生

導
計
画
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
胎
児
の
成
長
と
出
産
）
」
で
あ
る
。

指

ユ
　
前
時
の
学
習
内
容
の
確
認
一
今
回
の
学
習
内
容
を
示
す
。
　
　
（
高
橋
）

2
　
人
問
の
発
育
の
過
程
に
は
、
生
き
物
の
進
化
の
歴
史
を
見
る
こ
と
が
で

　
き
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
）

3
　
へ
そ
の
緒
と
胎
盤
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。
　
　
　
（
高
橋
）

4
　
詩
を
読
む
（
吉
野
弘
「
H
ミ
竃
げ
◎
旨
」
）
　
　
　
　
　
（
堅
田
）

5
　
出
産
と
い
う
色
み
は
母
親
側
が
一
方
的
に
起
こ
す
の
で
は
な
い
こ
と
を

　
知
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
）

6
　
詩
を
読
む
（
三
木
卓
「
客
人
来
た
り
ぬ
」
　
新
川
和
江
「
歌
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堅
田
）

　
保
健
と
国
語
科
（
詩
）
を
組
み
合
わ
せ
る
滝
授
業
の
展
開
は
帖
第
一
時
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
　
「
生
命
の
誕
生
」
と
い
う
学
習
内
容
は
、
基
本
的
に
は
保
健
体
育
科
の

教
科
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
喝
保
健
の
学
習
内
容
と
し
て
、
　
「
生
物
の
進
化
の
歴
史
」

と
「
へ
そ
の
緒
と
胎
盤
の
役
割
」
を
指
導
し
た
あ
と
で
「
詩
を
読
む
」
、
　
「
出
産
」

の
指
導
の
あ
と
で
「
詩
を
読
む
」
帖
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
第
二
時
の

ね
ら
い
も
油
　
「
詩
が
詩
と
し
て
機
能
す
る
な
ら
学
習
者
は
詩
の
言
葉
と
自
分
が
お
か

れ
て
い
る
場
の
状
況
に
よ
っ
て
自
力
で
鑑
賞
を
行
う
の
で
は
な
い
か
」
喝
と
い
う
研

究
仮
説
で
あ
る
。
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第
二
時
の

　
詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）

「
指
導
計
画
案
」
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
表
2
）

（
足
立
）

表2　第2時の指導計画案

保健体育科（保健）指導計画案

1992年5月30日（土曜日） 第1．2校時 指導者　高橋由美子 堅田美穂

単元名 生命の誕生（胎児の成長と出産） 2／2

《ねらい》 ○生命誕生の過程を知る。○引き継がれていくいのちの尊さを知る。○子どもが生まれた時の父親、母親の喜びを知る。

学習内容 発　　問　　・ 指　示 指導上の留意点 資料など
㌧
胎
児
の
成
長
1
へ
そ
の
緒
と
胎
盤
。
詩
を
読
む
・
出
産
に
つ
い
て
1
詩
を
読
む

図
写
真
へ
そ
の
緒
詩
の
プ
リ
ン
ト
I
　
w
a
s
　
b
o
m
図
詩
の
プ
リ
ン
ト
客
人
来
た
り
ぬ
歌

　
第
二
時
で
教
材
化
さ
れ
た
「
詩
」
は
、
次
の
三
編
で
あ
る
。

引
用
し
な
が
ら
、
少
し
解
説
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

①
　
　
　
轟
1
ω

σ
◎
旨
　
　
吉
野
弘

確
か
　
英
語
を
習
い
始
め
て
間
も
な
い
頃
だ
。

各
作
晶
に
つ
い
て
、

　
或
る
夏
の
宵
。
父
と
一
緒
に
寺
の
境
内
を
歩
い
て
ゆ
く
と

か
ら
浮
き
出
る
よ
う
に
、
白
い
女
が
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
く
る
。

っ
く
り
と
。

青
い
夕
霧
の
奥

物
憂
げ
に
　
ゆ

　
女
は
身
重
ら
し
か
っ
た
。
父
に
気
兼
ね
を
し
な
が
ら
も
僕
は
女
の
腹
か
ら
眼

を
離
さ
な
か
っ
た
。
頭
を
下
に
し
た
胎
児
の
　
柔
軟
な
う
ご
め
き
を
　
腹
の
あ

た
り
に
連
想
し
　
そ
れ
が
や
が
て
　
世
に
生
ま
れ
出
る
こ
と
の
不
思
議
に
打
た

れ
て
い
た
。

女
は
ゆ
き
過
ぎ
だ
。

　
少
年
の
思
い
は
飛
躍
し
や
す
い
。
そ
の
時
　
僕
は
〈
生
ま
れ
る
。
〉
と
い
う
こ

と
が
　
ま
さ
し
く
〈
受
身
〉
で
あ
る
訳
を
　
ふ
と
諒
解
し
た
。
僕
は
興
奮
し
て

父
に
話
し
か
け
た
。

ー
や
っ
ぱ
り
　
H
峯
竃
げ
◎
；
な
ん
だ
ね
　
ー

　
　
け
げ
ん

父
は
怪
誘
そ
う
に
僕
の
顔
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
。
僕
は
繰
り
返
し
た
。

I
　
H
奉
易
げ
◎
；
さ
。
受
身
形
だ
よ
。
正
し
く
言
う
と
人
間
は
生
ま
れ
さ



甘
ら
れ
る
ん
だ
。
巨
分
の
意
志
で
は
な
い
ん
だ
ね
　
ー

　
そ
の
時
　
ど
ん
な
驚
き
で
　
父
は
息
子
の
言
葉
を
聞
い
た
か
。
僕
の
表
情
が

単
に
無
邪
気
と
し
て
父
の
眼
に
う
つ
り
得
た
か
。
そ
れ
を
察
す
る
に
は
鴻
僕
は

ま
だ
余
り
に
幼
な
か
っ
た
。
僕
に
と
っ
て
こ
の
事
は
文
法
上
の
単
純
な
発
見
に

す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
父
は
無
言
で
暫
く
歩
い
た
後
　
思
い
が
け
な
い
話
を
し
た
。

　
　
か
げ
ろ
う

ー
婬
嫉
と
い
う
虫
は
ね
。
生
ま
れ
て
か
ら
二
滝
三
日
で
死
ぬ
ん
だ
そ
う
だ
が

そ
れ
な
ら
一
体
　
何
の
為
に
世
の
中
に
出
て
く
る
の
か
と
　
そ
ん
な
事
が
ひ
ど

く
気
に
な
っ
た
頃
が
あ
っ
て
ね
1

　
僕
は
父
を
見
た
。
父
は
続
け
た
。

－
友
人
に
そ
の
話
を
し
た
ら
　
或
る
日
　
こ
れ
が
婬
嫉
の
雌
だ
と
い
っ
て
拡

大
鏡
で
見
せ
て
く
れ
た
。
説
明
に
よ
る
と
　
口
は
全
く
退
化
し
て
食
物
を
摂
る

に
適
し
な
い
。
胃
の
腋
を
開
い
て
も
　
入
っ
て
い
る
の
は
空
気
ば
か
り
。
見
る

と
滝
そ
の
通
り
な
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
　
卵
だ
け
は
腹
の
中
に
ぎ
っ
し
り
充
満
し

て
い
て
　
ほ
っ
そ
り
し
た
胸
の
方
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
　
目

ま
ぐ
る
し
く
繰
り
返
さ
れ
る
生
き
死
に
の
悲
し
み
が
　
咽
喉
も
と
ま
で
　
こ
み

あ
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
。
淋
し
い
　
光
の
粒
々
だ
っ
た
ね
。
私
が
友

人
の
方
を
振
り
向
い
て
〈
卵
〉
と
い
う
と
彼
も
肯
い
て
答
え
た
◎
〈
せ
っ
な
げ

だ
ね
〉
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
お

母
さ
ん
が
お
前
を
生
み
落
と
し
て
す
ぐ
に
死
な
れ
た
の
は
－
。

ー
ほ
っ
そ
り
と
し
た
母
の

僕
の
肉
体
－
㌧

胸
の
方
ま
で
　
息
苦
し
く
ふ
さ
い
で
い
た
白
い

　
詩
集
『
消
息
』
　
（
一
九
五
八
年
）
所
収
の
作
晶
で
あ
る
。
散
文
詩
の
形
態
を
と
っ

て
池
　
「
生
ま
れ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
滴
と
い
う
思
想
的
な
問
い
を
も
っ
詩
で

あ
る
。
と
く
に
、
父
の
語
る
〈
俘
蜻
〉
の
話
は
帖
〈
生
き
死
に
の
悲
し
み
〉
を
濃
密

な
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し
て
い
る
。

　
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
私
も
、
実
践
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
〈
父
〉

と
の
対
時
－
吉
野
弘
『
H
　
峯
麸
　
　
ぎ
；
　
』
」
　
（
拙
著
『
現
代
詩
の
授
業
』
所

収
　
一
九
七
七
年
）
で
あ
る
。
　
「
〈
父
〉
と
の
対
時
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
、
高
校

二
年
を
対
象
と
し
た
授
業
で
あ
る
。

　
こ
の
詩
は
喝
高
校
の
教
科
書
教
材
と
し
て
発
掘
さ
れ
た
詩
で
あ
る
。
現
在
で
も
、

高
校
の
教
材
と
し
て
授
業
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
堅
田
氏
の
実
践
は
、
中
学
生
（
ニ

ニ
ニ
年
生
）
で
あ
る
。
作
晶
の
レ
ベ
ル
と
喝
生
徒
の
関
心
か
ら
す
る
と
、
学
習
者
の

学
年
と
し
て
は
下
限
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
晶
を
滝
中
学
生
を
対
象
に
し
て
、

国
語
科
だ
け
の
教
材
と
し
て
扱
う
と
す
る
と
滝
か
な
り
難
解
な
教
材
で
あ
る
。
そ
の

点
を
喝
保
健
と
の
「
関
連
」
指
導
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ァ
で
き
る
か
ど
う
か
。
保
健
と

の
「
関
連
」
指
導
に
よ
っ
て
、
　
「
自
カ
の
鑑
賞
」
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う

実
験
的
な
意
味
が
あ
る
。

②
　
客
人
来
た
り
ぬ

三
木
　
卓

7

　
父
の
話
の
そ
れ
か
ら
あ
と
は
　
も
う
覚
え
て
い
な
い
。
た
だ
ひ
と
つ
痛
み
の

よ
う
に
切
な
く
　
僕
の
脳
裡
に
灼
き
つ
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。

詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

今
日
で
世
界
が
亡
ぶ
や
も
知
れ
ぬ
あ
る
日

つ
ま
り
　
あ
り
ふ
れ
た
ひ
る
さ
が
り
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詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）

ぼ
く
の
妻
の
股
の
間
に
小
さ
な
火
柱
が
た
っ
と
見
る
や

た
ち
ま
ち
彼
女
は
母
親
に
な
り
　
そ
の
夫
は
父
親
に
な
っ
た

サ
イ
レ
ン
鳴
ら
ず
　
一
天
俄
か
に
か
き
曇
ら
ず

た
だ
母
親
は
漢
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
流
し
て
眠
り

（
足
立
）

父
親
は
そ
の
脇
で
ち
ら
し
寿
司
の
上
を
と
っ
て
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ

と
う
と
う
や
っ
て
き
た
　
や
っ
て
き
た
！

ア
ミ
ー
バ
か
ら
お
さ
か
な
や
に
わ
と
り
の
時
代
を
通
っ
て

こ
、
う
の
と
り
を
何
匹
も
乗
り
潰
す
ほ
ど
の

遠
路
は
る
ば
る
　
ご
く
ろ
う
さ
ま
！

よ
う
こ
そ
1

え
り
に
え
っ
て
　
こ
ん
な
ま
ず
し
い
夫
婦
の
と
こ
ろ
へ

ほ
ん
と
う
に
有
難
う
…

だ
が
心
配
性
の
父
親
は
　
ど
う
も
心
配
に
な
り

ひ
き
っ
づ
き
聞
い
て
み
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

1
あ
な
た
…
空
気
は
う
ま
く
吸
い
込
め
ま
す
か
？

1
耳
に
穴
が
あ
い
て
い
る
だ
ろ
う
ね
？

指
が
六
本
な
ら
十
二
進
法
、
四
本
な
ら

八
進
法
が
得
意
に
な
っ
て
し
ま
う

そ
そ
っ
か
し
い
ぼ
く
の
妻
は
き
っ
と

ど
こ
か
で
へ
ま
を
し
で
か
し
て
い
る
だ
ろ
う

あ
あ
　
だ
が
ほ
ん
と
う
だ
　
人
間
と
い
う
も
の
は

読
ん
だ
本
に
書
い
て
あ
る
通
り
に
　
生
ま
れ
て
育
っ
て
い
く
の
だ

娘
も
中
学
生
も
ば
ば
あ
も
お
ま
わ
り
も

か
た
つ
む
り
や
か
わ
う
そ
や
青
大
将

う
ち
の
裏
庭
（
と
い
っ
て
も
家
主
の
だ
が
）
の
に
れ
の
木
な
ど
ど
変
り
は
な
い

そ
う
し
て
ぼ
く
も
父
親
に
な
っ
た
が

そ
の
時
現
在
　
世
界
一
新
晶
の
お
や
じ
は

運
び
こ
む
べ
き
巨
大
な
ミ
ル
ク
缶
の
重
量
を
想
像
し
な
が
ら

実
は
す
る
ど
く
　
耳
を
お
っ
立
て
て
い
る
の
だ

ふ
い
に
未
来
と
思
っ
て
い
た
よ
う
な
も
の
は
裂
け

そ
の
む
こ
う
に
　
現
実
の
街
並
が
せ
り
だ
し
て
く
る

か
つ
て
　
そ
の
な
か
か
ら

暗
い
空
を
よ
ぎ
っ
て
ひ
び
い
た
叫
び
ご
え
は

こ
れ
か
ら
は
ぼ
く
の
喉
の
も
の
に
な
り
　
生
れ
た
て
の
娘
の
も
の
に
な
る

そ
れ
が
証
拠
に
　
父
親
に
な
っ
た
ぼ
く
に

町
の
連
中
が
投
げ
る
親
愛
の
こ
も
っ
た
眼
差
し
を
み
る
が
い
い

そ
れ
が
　
か
れ
ら
の
乳
香
と
没
薬
だ
　
だ
か
ら

そ
の
こ
め
ら
れ
た
意
味
を
知
る
こ
と
で

い
ま
ぼ
く
は
〈
希
望
〉
を
語
る
こ
と
が
必
要
な
男
に
な
っ
た
の
だ

　
詩
集
『
東
京
午
前
三
時
』
　
（
一
九
六
六
年
）
所
収
の
作
晶
で
あ
る
。
作
者
が
は
じ

め
て
父
親
に
な
っ
た
と
き
に
書
か
れ
た
詩
で
あ
る
。
話
者
は
不
慣
れ
な
父
親
で
あ
り
油

不
慣
れ
な
父
親
と
し
て
の
不
安
定
な
存
在
感
を
、
宙
吊
り
に
し
た
よ
う
な
奇
妙
な
世

界
で
あ
る
。
生
ま
れ
て
き
た
子
供
を
〈
客
人
〉
と
よ
び
、
・
み
ず
か
ら
を
〈
世
界
一
新

晶
の
お
や
じ
〉
と
よ
び
、
父
親
と
な
っ
た
自
画
像
を
ユ
ー
モ
ァ
ラ
ス
に
描
い
て
い
る
。

「
H
峯
竃
げ
◎
；
」
　
（
吉
野
弘
）
の
描
く
喝
〈
生
き
死
に
の
悲
し
み
〉
を
見
て
い

る
父
親
と
は
対
照
的
な
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
父
親
像
で
あ
る
。



③
歌

新
川
和
江

は
じ
め
て
の
子
を
持
づ
た
と
き

女
の
く
ち
び
る
か
ら

ひ
と
り
で
に
洩
れ
だ
す
歌
は

こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
優
し
い
歌
だ

そ
れ
は
　
遠
く
で

荒
れ
て
逆
立
っ
て
い
る
　
海
の
た
て
が
み
を
も

　
　
　
　
　
な
だ

お
だ
や
か
に
宥
め
て
し
ま
う

星
々
を
　
う
な
ず
か
せ

旅
人
を
　
振
り
か
え
ら
せ

風
に
も
忘
れ
ら
れ
た
　
さ
び
し
い
谷
間
の

痩
せ
た
リ
ン
ゴ
の
木
の
枝
に
も

　
　
　
　
　
ひ

あ
か
い
　
灯
を
と
も
す

・
お
お
　
そ
う
で
な
く
て

な
ん
で
子
ど
も
が
育
っ
だ
ろ
う

　
こ
の
　
い
た
い
け
な

無
防
備
な
も
の
が

い
て
、
こ
の
四
行
が
出
現
す
る
う
え
に
滝
そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
詩
旬
の
池
や
や
甘

美
に
す
ぎ
喝
楽
天
的
に
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
運
び
が
竜
逆
に
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
四
行
を
書
か
せ
た
も
の
は
、
新
川
和
江
の
中
か
ら
噴
き
あ
げ
る
母
性
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
》
　
（
「
新
川
和
江
の
詩
」
　
『
花
神
ブ
ッ
ク
ス
3
　
新
川
和
江
』
花

神
社
　
一
九
八
六
年
）

　
大
岡
の
い
う
「
噴
き
あ
げ
る
母
性
」
と
い
う
評
は
喝
；
日
で
、
こ
の
詩
の
世
界
を

う
ま
く
と
ら
え
て
い
る
。
わ
が
子
を
　
こ
の
〈
い
た
い
け
な
／
無
防
備
な
も
の
〉
と

み
る
の
は
、
　
「
噴
き
あ
げ
る
母
性
」
か
ら
の
自
然
な
発
想
で
あ
る
。
わ
が
こ
を
〈
客

人
〉
と
み
る
三
木
卓
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
発
想
と
は
、
対
照
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二

人
の
詩
人
の
資
質
の
違
い
で
も
あ
る
が
、
普
遍
化
し
て
い
え
ば
、
母
親
と
父
親
と
の
一

立
場
の
違
い
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
竜
三
編
の
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
竜
全
く
タ
イ
プ
の
ち
が
う
作
晶
で
あ
る
が
、

「
生
命
の
誕
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
一
貫
し
て
い
る
。
　
「
生
命
の
誕
生
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
の
ミ
ニ
一
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
い
え
る
。
こ
の
授
業
の
た
め
に
、
堅
田
氏
の

開
発
し
た
ミ
ニ
一
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
構
成
に
は
、
国
語
科

教
師
と
し
て
、
独
自
の
ア
ン
グ
ル
を
必
要
と
す
る
。
教
科
書
の
詩
を
ど
う
解
釈
し
、

ど
う
指
導
し
て
い
く
か
竜
と
い
う
一
般
的
な
読
解
・
鑑
賞
指
導
で
は
味
わ
え
な
い
、

教
材
開
発
の
面
白
さ
が
そ
こ
に
あ
る
。

9

　
詩
集
『
夢
の
う
ち
そ
と
』
　
（
一
九
七
九
年
）
所
収
の
作
晶
で
あ
る
。

　
大
岡
信
は
喝
こ
の
詩
に
「
噴
き
あ
げ
る
母
性
」
を
み
て
、
次
の
よ
う
に
批
評
し
て

い
る
。
《
こ
の
詩
は
池
　
「
産
む
」
こ
と
が
女
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
深
い
世
界
と
の
っ
．

な
が
り
の
き
づ
な
に
な
る
か
を
う
た
っ
て
み
ご
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
成
功
は
「
お

お
　
そ
う
で
な
く
て
」
以
下
四
行
の
持
つ
、
有
無
を
い
わ
せ
ぬ
説
得
力
に
か
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

　
さ
て
、
こ
の
三
編
の
詩
を
教
材
化
し
た
喝
第
二
時
の
授
業
は
、
以
下
の
よ
う
に
展

開
さ
れ
た
。

　
《
先
ず
高
橋
教
諭
が
、
前
回
の
授
業
の
復
習
を
し
滝
「
受
精
卵
は
そ
の
後
ど
う
な
る

　
か
」
と
い
う
こ
の
時
問
の
学
習
内
容
を
示
し
た
。
次
に
黒
板
に
喝
う
さ
ぎ
一
と
か

　
げ
一
人
の
初
期
の
形
を
示
し
、
「
ど
れ
が
人
間
か
」
と
い
う
問
い
を
出
し
た
。
（
図
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詩
ど
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

は
省
略
－
足
立
）
正
解
は
、
三
年
生
の
場
合
十
四
名
の
う
ち
四
名
で
あ
っ
た
。
う

さ
ぎ
一
と
か
げ
一
人
の
成
長
過
程
を
四
段
階
で
示
し
た
が
喝
四
段
階
め
で
笑
い
が

お
き
た
。
人
だ
と
思
っ
て
い
た
の
が
滝
と
か
げ
や
う
さ
ぎ
に
な
っ
て
い
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
（
図
は
省
略
－
足
立
）
か
ら
為
あ
る
段
階
ま
で
は
他
の
動

物
と
形
が
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
気
付
か
せ
た
後
、
人
間
の
成
長
過
程
の
中

に
「
生
命
の
歴
史
」
、
自
分
た
ち
の
「
進
化
の
歴
史
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
説
明
し
た
。

．
次
に
、
人
間
の
お
な
か
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
る
の
か
を

生
徒
に
尋
ね
た
。
生
徒
た
ち
は
胎
児
が
母
親
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て

い
る
が
滝
ど
の
よ
う
に
っ
な
が
っ
て
い
る
か
想
像
で
き
な
い
よ
う
で
申
母
親
の
へ

そ
と
っ
な
が
っ
て
い
る
と
答
え
た
生
徒
が
い
た
。
そ
こ
で
、
へ
そ
の
緒
一
胎
盤
の

説
明
を
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
代
を
し
て
堅
田
が
次
の
詩
（
「
H
ミ
竃
げ
O
；
」
）
を
読
ん
だ
。

詩
を
読
ん
だ
後
、
　
「
生
ま
れ
る
の
は
自
分
の
意
志
で
は
な
い
け
れ
ど
滝
命
を
生
み

出
す
こ
と
は
命
が
け
の
こ
と
で
あ
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
た
。

　
そ
の
後
、
高
橋
教
諭
と
交
代
し
た
。
　
「
生
ま
れ
る
合
図
は
誰
が
し
て
い
る
の
か
」

と
い
う
問
い
に
、
全
員
が
「
赤
ち
ゃ
ん
だ
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
、
高
橋
教
諭
は

「
赤
ち
ゃ
ん
は
す
で
に
ひ
と
っ
の
命
と
し
て
育
っ
て
き
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
強
調

し
た
。
胎
児
の
出
産
時
の
動
き
を
四
枚
の
絵
で
示
し
た
。
　
（
絵
は
省
略
－
足
立
）

　
「
赤
ち
ゃ
ん
は
こ
の
よ
う
に
自
分
の
力
で
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
絵
の

説
明
を
し
た
。
出
産
の
際
に
滴
カ
が
尽
き
る
赤
ち
ゃ
ん
も
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え

た
。
　
「
こ
の
よ
う
に
、
出
産
は
母
親
と
胎
児
が
カ
を
合
わ
せ
て
行
う
」
と
い
う
こ

と
を
自
分
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
話
し
た
。

　
そ
の
後
ま
た
交
代
し
て
、
堅
田
が
次
の
二
編
の
詩
（
「
客
人
来
た
り
ぬ
」

　
「
歌
」
）
を
読
ん
だ
。
こ
れ
ら
二
つ
の
詩
は
時
間
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

　
読
む
だ
け
に
終
わ
っ
た
。
最
後
に
高
橋
教
諭
が
「
こ
の
詩
の
よ
う
に
皆
も
祝
福
さ

　
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
よ
」
と
言
っ
て
授
業
を
終
え
た
。
二
時
間
の
授
業
を

　
受
げ
て
の
感
想
を
書
い
て
く
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　
　
二
時
問
目
の
授
業
で
は
、
授
業
者
は
高
橋
一
堅
田
二
局
橋
一
堅
田
の
順
に
な
っ

　
た
。
こ
の
時
間
も
高
橋
四
〇
分
、
堅
田
一
〇
分
と
な
っ
た
。
　
》

　
こ
の
よ
う
に
滝
第
二
時
の
授
業
も
、
基
本
的
に
は
袖
　
「
生
命
の
誕
生
（
胎
児
の
成

長
と
出
産
）
」
と
い
う
保
健
体
育
科
の
教
科
内
容
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
指
導
を
み
る
と
、
　
「
う
さ
ぎ
一
と
か
げ
一
人
の
初
期
の
形
」
と
い
う
資
料
や
、

そ
の
「
成
長
過
程
の
四
段
階
」
と
い
う
資
料
や
、
≒
へ
そ
の
緒
一
胎
盤
」
と
い
う
話

題
は
滝
保
健
の
教
材
で
あ
っ
て
、
国
語
科
の
教
科
に
は
存
在
し
な
い
教
材
領
域
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
保
健
の
指
導
の
あ
と
、
　
「
H
峯
蕩
げ
◎
；
」
（
吉
野
弘
）
と
い

う
「
詩
を
読
む
」
。
そ
の
後
滝
　
「
胎
児
の
出
産
時
の
動
き
」
と
い
う
資
料
は
、
ま
た

保
健
の
教
材
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
「
客
人
来
た
り
ぬ
」
「
歌
」
と
い
う
「
詩
を
読
む
」
、

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
授
業
構
成
は
沌
保
健
と
詩
と
の
「
関
連
」
指
導
で
あ
る
か
ら
楠
関
連
を
貫
く

接
点
を
必
要
と
す
る
。
　
「
指
導
上
の
留
意
点
」
を
み
る
と
、
　
「
胎
児
の
成
長
」
　
「
へ

そ
の
緒
と
胎
盤
」
と
「
H
ミ
竃
げ
O
；
」
　
と
い
う
詩
は
滝
　
「
生
命
は
引
き
継
が

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
」
と
い
う
接
点
を
も
っ
て
い
る
一
ま
た
、

「
胎
児
の
出
産
時
の
動
き
」
と
「
客
人
来
た
り
ぬ
」
　
「
歌
」
の
二
つ
の
詩
は
、
　
「
父

親
母
親
の
喜
び
を
感
じ
と
ら
せ
る
」
と
い
う
接
点
で
あ
る
。

　
授
業
展
開
を
み
る
と
喝
ま
ず
保
健
と
し
て
、
　
「
胎
児
が
母
親
と
つ
な
が
っ
て
い
る

（
へ
そ
の
緒
、
胎
盤
）
」
こ
と
を
指
導
し
た
あ
と
滝
　
「
H
ミ
易
げ
◎
冨
」
の
詩
を
、

「
出
産
は
母
親
と
胎
児
が
カ
を
合
わ
せ
て
行
う
（
陣
痛
）
」
こ
と
を
指
導
し
た
泳
と
、
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「
客
人
来
た
り
ぬ
」
　
「
歌
」
の
二
っ
の
詩
を
読
む
帖
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒
た
ち
は
、

当
然
そ
こ
で
、
　
「
生
命
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
」
こ
と
為
　
「
父
親
母
親
の
喜
び
」
と

い
う
接
点
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
中
に
見
出
だ
す
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
よ
り
、
生

徒
た
ち
が
「
接
点
」
を
見
出
だ
せ
る
よ
う
に
喝
授
業
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
　
「
関
連
」
指
導
に
お
い
て
の
み
可
能
な
授
業
構
成
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
指
導
に
お
い
て
は
、
　
「
関
連
」
の
接
点
を
何
に
す
る
か
が
油
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
単
元
名
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
両
者
の
教
科
内
容
が
付

き
す
ぎ
る
と
「
接
点
」
は
機
能
し
な
い
。
離
れ
す
ぎ
て
は
「
接
点
」
そ
の
も
の
の
役

割
を
し
な
く
な
る
。
両
者
の
教
科
内
容
を
「
付
か
ず
離
れ
ず
」
の
関
係
に
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
関
連
教
科
の
「
接
点
」
は
市
生
徒
た
ち
の
「
発
見
」
に
よ
っ
て
見

出
さ
れ
る
よ
う
に
仕
組
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
第
二
時
に
お
い
て
喝
詩
教
材
は
噛
ど
の
よ
う
に
「
機
能
」
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
は
沌
保
健
の
指
導
に
よ
っ
て
、
　
「
自
力
で
鑑
賞
を
行
う
」

こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
。
そ
の
点
は
滝
次
章
で
と
り
あ
げ
る
、
生
徒
た
ち
の
感
想

文
の
分
析
で
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

四
　
生
徒
の
感
想
の
分
析

　
こ
の
授
業
を
、
生
徒
た
ち
は
滴
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
で
あ
ろ
う
か
。
保
健
だ

け
の
授
業
で
も
な
く
、
国
語
科
だ
げ
の
授
業
で
も
な
い
。
二
っ
の
教
科
の
「
関
連
」

指
導
の
試
み
に
滴
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
か
喝
興
味
ぶ
か
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
授
業
者
自
身
の
分
析
に
即
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
授
業
者
は
帖
次

　
　
　
　
　
　
詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

の
よ
う
な
観
点
か
ら
自
己
分
析
を
し
て
い
る
。

1
　
「
保
健
」
と
「
詩
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
指
導
法
を
生
徒
た
ち
は

　
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
か
。

2
　
詩
が
保
健
の
学
習
内
容
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
か
。

3
　
保
健
の
学
習
内
容
が
詩
の
理
解
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
か
。

　
1
は
「
組
み
合
わ
せ
」
　
（
関
連
）
と
い
う
指
導
方
法
に
つ
い
て
滝
2
は
詩
の
指
導

が
保
健
の
教
科
内
容
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
滝
3
は
保
健
の
教
科
内
容
が
詩
の
受

容
に
与
え
た
影
響
に
っ
い
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
1
の
「
組
み
合
わ
せ
」
　
（
関
連
）
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
、
堅
田
氏
は
、
生
徒
の

感
想
を
引
き
な
が
ら
洩
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
《
「
保
健
と
詩
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
授
業
を
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
」

　
（
3
年
一
女
子
）
生
徒
た
ち
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
保
健
と
詩
と
き
い
て

　
『
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
が
や
ろ
う
（
や
る
の
だ
ろ
う
か
）
』
と
思
っ
て
い
」

　
（
2
年
一
男
子
）
る
し
、
　
「
保
健
と
詩
を
結
び
っ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
、

　
な
ん
だ
か
変
だ
な
」
　
（
2
年
一
女
子
）
と
興
味
一
関
心
を
示
し
τ
い
る
こ
と
が
分

　
か
る
。

　
　
教
室
へ
行
っ
て
竜
　
「
保
健
の
授
業
を
二
人
で
や
り
ま
す
。
」
と
言
っ
た
と
き
、

　
生
徒
の
顔
に
微
笑
が
み
ら
れ
た
。
好
意
的
な
微
笑
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
と

　
思
う
。
　
「
保
健
と
詩
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
を
生
徒
た
ち
は
奇
妙
に
患
う
と
同
時

　
に
袖
ど
の
よ
う
な
授
業
展
開
に
な
る
か
沌
ど
の
よ
う
な
学
習
内
容
か
と
い
う
興
味

　
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
》

　
こ
れ
を
み
る
と
滝
保
健
と
詩
の
「
関
連
」
学
習
に
つ
・
い
て
滝
生
徒
た
ち
は
か
な
り
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詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
！
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

の
「
興
味
一
関
心
」
を
示
し
て
い
る
。
　
「
意
外
な
組
み
合
わ
せ
」
と
い
う
関
心
で
あ

る
、
逆
に
い
え
ば
、
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、
教
科
と
い
う
枠
組
み
が
そ
れ

だ
げ
強
く
固
定
し
て
こ
と
が
わ
か
る
。
学
習
者
の
「
興
味
一
関
心
」
は
帖
授
業
成
立

の
重
要
な
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
滝
こ
の
よ
う
な
喝
教
科
の
「
組
み
合
わ
せ
」

に
よ
る
「
関
連
」
指
導
に
は
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。

　
2
の
「
保
健
の
学
習
内
容
が
詩
の
連
解
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
か
」
に
っ
い

て
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
《
保
健
の
学
習
内
容
に
詩
が
加
わ
っ
た
1
こ
と
に
っ
い
て
、
生
徒
は
次
の
よ
う
に
述

　
べ
て
い
る
。

　
　
一
保
健
の
授
業
に
詩
が
入
っ
て
、
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
　
（
2
年

　
　
　
一
男
子
）

　
　
一
保
健
は
難
し
い
言
葉
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
奄
詩
は
た
と
え
に
し
て
い

　
　
　
る
の
で
分
か
り
や
す
い
。
　
（
2
年
一
男
子
）

　
　
一
保
健
の
授
業
は
「
命
」
と
い
っ
て
も
あ
ま
り
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
詩
が

　
　
　
入
る
と
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
　
（
2
年
一
男
子
）

　
　
・
保
健
の
授
業
だ
け
だ
と
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
出
て
き
た
だ
ろ
う

　
　
　
け
ど
、
詩
を
入
れ
て
と
て
も
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
（
2
年

　
　
　
一
女
子
）

　
　
・
保
健
の
難
し
い
部
分
を
詩
と
一
緒
に
や
る
と
、
け
っ
こ
う
分
か
り
や
す
か
っ

　
　
　
た
し
、
保
健
の
授
業
な
ら
分
か
り
に
く
か
っ
た
と
こ
ろ
も
、
詩
と
一
緒
に
や

　
　
．
っ
た
の
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
　
（
2
年
一
女
子
）

　
　
こ
れ
ら
の
感
想
か
ら
池
保
健
の
学
習
に
詩
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
徒

　
は
、
保
健
の
教
科
内
容
を
よ
り
理
解
し
や
す
く
な
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
こ
と

　
が
分
か
る
。
例
え
ば
「
受
精
」
の
説
明
に
し
て
も
、
保
健
の
学
習
に
お
い
て
は
表

　
現
が
直
載
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
類
歌
」
の
よ
う
に
詩
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
る

　
と
、
言
葉
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
生
徒
は
「
わ
か

　
り
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
》

　
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
た
ち
は
一
様
に
、
学
習
内
容
が
「
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
堅
田
氏
は
、
詩
の
介
入
に
よ
っ
て
、
保
健
の
学
習
内

容
が
「
理
解
し
や
す
く
な
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。
で
は
喝
生
徒
た
ち
の
い
う

「
分
か
り
や
す
さ
」
は
、
詩
教
材
の
ど
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
生
徒
た
ち
の
感
想
に
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

一
保
健
の
内
容
を
比
楡
表
現
で
表
し
た
り
す
る
と
、
理
解
し
や
す
く
て
、
勉
強

と
い
う
わ
く
が
と
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
　
　
　
　
一
．
（
2
年
一
女
子
）

一
保
健
の
本
で
「
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
き
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
り
も
詳

で
「
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
き
た
」
と
書
か
れ
て
あ
る
ほ
う
が
、
詩
に
は
比
職

が
使
わ
れ
る
の
で
、
保
健
の
本
よ
り
か
何
倍
か
分
か
る
し
、
何
倍
か
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
、
．
　
　
　
　
　
　
　
（
2
年
一
女
子
）
．

。
詩
が
人
っ
て
、
他
の
も
の
で
た
と
え
て
あ
る
の
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
年
一
女
子
）

と
い
っ
た
感
想
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
　
「
分
か
り
や
す
さ
」
の
理
由
を
、
は
っ

き
り
と
「
比
臓
」
　
（
「
た
と
え
」
）
が
あ
る
か
ら
、
と
答
え
て
い
る
。
詩
の
表
現
方

法
に
対
す
る
関
心
で
あ
る
。
　
「
比
臓
」
は
、
文
学
（
と
く
に
詩
）
表
現
の
中
心
的
な

技
法
で
あ
る
。
文
学
（
詩
）
に
固
有
の
表
現
技
法
で
あ
る
か
ら
、
　
「
詩
と
し
て
の
機

能
」
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
感
想
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。
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一
保
健
の
授
業
の
中
で
四
つ
の
詩
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
詩
は
母
親
の
立
場
で

あ
っ
た
り
、
父
親
の
立
場
で
あ
っ
た
り
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
詩
を
聞
い
て
、

私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
帖
い
ろ
い
ろ
α
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
年
一
女
子
）

　
こ
の
感
想
に
あ
る
喝
　
「
母
親
の
立
場
」
　
「
父
親
の
立
場
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

詩
に
お
け
る
、
話
者
の
「
立
場
」
に
対
す
る
関
心
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
話
者
の
「
立

場
」
が
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
生
徒
た
ち
に
「
わ
か
り
や
す
い
」
と
い
う
印
象
を

与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
詩
は
、
詩
人
の
自
己
表
現
の
世
界
で
あ
る
。
ま
し
て
、
親
と
は
何
か
、
子
と
は
何

か
、
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
は
、
詩
人
の
「
立
場
」
を
ぬ
き
に
し
た
表
現
世
界
は
あ
り

え
な
い
。
自
然
科
学
を
べ
ー
ス
と
す
る
保
健
の
授
業
と
の
決
定
的
な
差
異
で
あ
る
。

科
学
は
ひ
と
の
固
有
の
「
立
場
」
を
問
う
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
亨

生
徒
た
ち
の
い
う
「
わ
か
り
や
す
さ
」
は
、
　
「
比
楡
」
表
現
に
加
え
て
滝
話
者
の

「
立
場
」
の
「
わ
か
り
や
す
さ
」
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
3
の
「
保
健
の
学
習
内
容
が
詩
の
理
解
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
か
」
に
つ
い

て
、
堅
田
氏
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

　
《
生
徒
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
一
詩
は
は
じ
め
は
難
し
く
て
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
柵
保
健
を
勉
強
し
た
後
で

　
　
　
は
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
い
ま
し
た
。
　
（
2
年
一
男
子
）

　
　
一
（
詩
の
）
こ
こ
が
良
か
っ
た
竜
こ
こ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
保

　
　
　
健
の
勉
強
を
し
て
い
く
と
分
か
り
ま
し
た
。
　
（
2
年
一
女
子
）

　
　
一
た
だ
詩
を
習
う
よ
り
ず
っ
と
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
　
（
3
年
一
男
子
）

詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

　
　
一
詩
を
読
ん
だ
ら
な
ん
と
な
く
「
命
」
と
い
う
も
の
が
分
か
っ
た
。
　
（
3
年
一

　
　
　
男
子
）

　
　
一
保
健
で
勉
強
し
た
こ
と
を
詩
で
や
る
と
、
そ
の
詩
を
読
む
だ
け
で
何
と
な
く

　
　
　
分
か
り
ま
す
。
　
（
3
年
・
男
子
）

　
　
こ
れ
ら
の
感
想
か
ら
、
最
初
は
「
類
歌
」
と
い
う
詩
の
意
味
内
容
が
理
解
で
き

　
な
か
っ
た
が
、
保
健
の
学
習
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詩
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

　
が
分
か
る
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
学
習
し
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
袖
詩

　
を
読
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
わ
け
で
竜
　
「
た
だ
詩
を
習
う
よ
り
ず
っ
と
分
か
り
や

　
す
か
っ
た
で
す
」
　
（
3
年
一
男
子
）
と
い
う
感
想
や
、
　
「
そ
の
詩
を
読
む
だ
け
で

　
何
と
な
く
分
か
り
ま
す
」
　
（
3
年
一
男
子
）
と
い
う
感
想
に
、
詩
の
授
業
で
な
く

　
て
も
自
然
に
詩
を
感
受
し
て
い
る
姿
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
詩
の
内
容
が

　
保
健
の
授
業
に
よ
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
ち
、
切
実
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
る

　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
と
考
え
る
。
　
（
中
略
）

　
　
ま
た
滝
生
徒
の
、
　
「
詩
は
表
現
が
豊
富
で
」
　
（
3
年
一
女
子
）
と
い
う
言
葉
や

　
「
詩
と
い
う
の
は
表
現
の
仕
方
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
」
　
（
3
年
一
女
子
）
と
い
う

　
言
葉
か
ら
、
詩
の
言
葉
に
よ
る
表
現
を
教
師
の
言
葉
と
比
較
し
て
意
識
し
て
い
る

　
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
文
学
の
言
語
で
あ
る
詩
の
言
葉
と
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

　
論
理
的
な
一
言
語
で
あ
る
保
健
の
学
習
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
が
、
同
じ
意
味
内
容
を

　
持
っ
て
同
時
に
提
示
さ
れ
た
場
合
喝
学
習
者
の
言
葉
へ
の
意
識
は
よ
り
強
く
喚
起

　
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
》

　
堅
田
氏
は
、
こ
こ
で
、
二
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
一
つ
は
、
　
「
詩
の
内
容
が
保
健
の
授
業
に
よ
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
ち
、
切
実
な

も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
さ

き
の
分
析
に
あ
っ
た
「
比
楡
」
と
「
立
場
」
の
問
題
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
つ
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詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

ま
り
、
　
「
比
瞭
表
現
」
は
生
徒
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
受
容
を
容
易
に
し
、
明
確

な
「
話
者
の
立
場
」
は
、
親
と
自
分
と
の
関
係
に
容
易
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
芝

「
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
受
容
」
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
喝
　
「
文
学
の
言
語
で
あ
る
詩
の
言
葉
」
と
、
　
「
論
理
的
な
言
語
で
あ

る
保
健
の
学
習
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
」
の
違
い
で
あ
る
。
比
職
（
た
と
え
）
に
代
表

さ
れ
る
詩
の
言
葉
と
、
科
学
用
語
と
し
て
の
保
健
の
言
葉
（
術
語
）
と
は
、
明
ら
か

に
異
質
で
あ
る
。
そ
の
異
質
さ
に
お
い
て
、
か
え
っ
て
、
生
徒
た
ち
の
「
言
葉
へ
の

意
識
は
よ
り
強
く
喚
起
さ
れ
る
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
各
教
科
で
使
用
さ
れ
る
言

語
の
差
異
性
が
喝
生
徒
た
ち
の
「
言
葉
へ
の
意
識
」
を
強
く
す
る
、
と
い
う
輿
味
ぷ

か
い
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
　
「
関
連
」
指
導
の
試
み
に
お
い
て
抽
一
般
化
一
普

遍
化
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
授
業
を
参
観
し
た
同
僚
教
師
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

・
詩
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
健
の
授
業
が
柔
ら
か
く
な
る
。
想
像
や
夢

が
加
わ
る
。

一
科
学
的
な
も
の
に
情
緒
が
加
わ
る
。

一
性
教
育
と
い
っ
て
そ
の
も
の
ず
ば
り
を
示
す
よ
り
も
、
こ
の
授
業
方
法
が
抽

大
野
見
中
学
の
生
徒
に
合
っ
て
い
る
。

一
同
じ
学
習
経
験
を
も
と
に
し
て
詩
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

一
詩
が
あ
る
こ
と
で
、
学
習
し
た
こ
と
が
意
味
づ
け
ら
れ
記
憶
に
残
る
だ
ろ
う
。

一
「
保
健
体
育
」
と
「
国
語
（
詩
）
」
と
い
う
教
科
相
互
の
関
連
性
を
生
か
し

た
指
導
と
い
う
点
で
注
目
し
た
。
小
規
模
校
で
あ
る
か
ら
滝
今
後
池
教
科
相

互
の
関
連
性
を
生
か
す
学
習
指
導
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
同
僚
の
感
想
を
み
て
も
喝
こ
の
授
業
に
お
い
て
、
詩
教
材
に
固
有
の

役
割
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
保
健
担
当
の
高
橋
氏
は
、
　
「
生
徒
の
実

態
か
ら
考
え
て
も
帖
保
健
の
学
習
内
容
へ
の
理
解
が
鴻
詩
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
深
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
こ
の
実
験
授
業
の
試
み
は
、
生
徒
た
ち
の
感
想
、

同
僚
教
師
の
感
想
に
よ
っ
て
喝
当
初
の
実
験
意
図
を
じ
ゅ
う
ぷ
ん
達
成
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

五
　
単
元
「
生
命
の
誕
生
」

の
意
義

　
さ
い
ご
に
滴
こ
の
実
験
授
業
の
意
義
に
つ
い
て
、
三
つ
の
観
点
か
ら
ま
と
め
て
お

く
こ
．
と
に
す
る
。

　
一
点
め
は
滝
科
学
と
文
学
の
「
幸
福
な
関
係
」
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
科
学
と
文
学
と
は
、
一
般
に
、
全
く
異
質
な
ジ
ャ
ナ
ル
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
教
科
内
容
が
喝
相
互
に
冷
し
か
も
相
乗
的
な
成
果
を
得

ら
れ
た
の
は
喝
な
ぜ
か
喝
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
堅
田
氏
は
、
詩
の
受
容
に
果
た
し
た
保
健
の
役
割
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
《
保
健
の
授
業
で
の
説
明
や
沌
黒
板
に
掲
示
さ
れ
る
写
真
や
図
版
が
洩
詩
の
読
み

　
を
促
進
さ
せ
る
役
割
を
興
し
た
と
い
え
よ
う
。
保
健
の
授
業
と
い
う
同
時
問
に
お

　
け
る
同
一
経
験
を
元
に
喝
詩
の
内
容
を
言
葉
で
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
も
の

　
を
媒
介
と
し
て
読
む
経
験
を
一
斉
に
し
た
と
言
え
よ
う
。
詩
の
理
解
が
容
易
に
な

　
る
と
と
も
に
効
果
的
に
な
さ
れ
た
と
言
え
る
。
》
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保
健
の
「
説
明
」
や
「
写
真
一
図
版
」
の
資
料
が
滝
　
「
同
一
経
験
」
の
下
地
を
作

っ
た
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

　
ま
た
、
県
健
の
教
科
内
容
の
理
解
に
さ
い
し
て
沌
詩
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
滝

堅
田
氏
は
油
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
《
保
健
の
学
習
内
容
に
は
直
接
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
が
俺
詩
が
入
る
こ
と
に
よ

　
っ
て
付
加
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
指
導
案
が
示
す
通
り
滝
第
二
時
の
学
習
内
容
は

　
〈
胎
児
の
成
長
〉
〈
へ
そ
の
緒
と
胎
盤
の
役
割
〉
〈
出
産
〉
と
な
っ
て
い
る
。
し

　
か
し
、
　
「
H
ミ
竃
σ
◎
昌
」
の
詩
に
よ
っ
て
、
保
健
の
学
習
内
容
に
付
随
す

　
る
大
切
な
事
が
ら
、
生
命
は
引
き
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
や
滝
命
を
生

　
み
出
す
に
は
命
が
け
の
場
合
も
あ
る
こ
と
を
学
習
者
た
ち
は
知
る
こ
と
に
な
る
。

　
っ
ま
り
為
教
師
の
言
葉
（
保
健
）
だ
け
で
は
知
識
と
し
て
し
か
受
け
止
め
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
事
が
ら
を
、
学
習
者
た
ち
は
詩
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
性
の
側
面

　
か
ら
も
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
ま
た
、
中
心
に
な
る
学
習
内
容
の
周
辺
を
詩
が
補
う
こ
と
に
も
な
る
。
〈
出
産
〉

　
と
い
う
営
み
を
学
習
し
た
後
で
、
詩
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
滴
誕
生
を
喜
ぶ
親
の

　
気
持
ち
を
推
し
量
る
こ
と
を
通
し
て
、
〈
出
産
〉
が
生
物
と
し
て
の
行
為
だ
け
と

　
し
て
で
は
な
く
帖
中
学
生
に
と
っ
て
具
体
的
な
意
味
を
持
っ
。
ま
た
、
子
ど
も
の

　
誕
生
に
よ
っ
て
父
親
や
母
親
に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
や
決
意
と
い
う
よ
う

　
な
も
の
を
詩
の
言
葉
の
中
に
探
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
（
中
略
）
生
徒
は
、

　
〈
生
命
の
誕
生
〉
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
と
同
時
に
、
〈
誕
生
〉
に
関
わ
る
人
間

　
の
心
を
も
知
る
、
つ
ま
り
噛
　
「
生
命
の
誕
生
」
に
関
わ
る
心
情
的
な
面
が
保
健
の

　
学
習
内
容
に
付
加
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
》

　
こ
こ
で
は
、
二
っ
の
教
科
間
の
相
乗
的
な
効
果
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
「
生
命
の

誕
生
」
と
い
ケ
こ
の
授
業
の
テ
ー
マ
に
っ
い
て
、
堅
田
氏
は
、
詩
（
国
語
科
）
は
滝

詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

保
健
の
知
識
一
理
性
に
対
し
て
「
感
性
の
側
面
」
か
ら
滝
ま
た
「
誕
生
を
喜
ぷ
親
の

気
持
ち
」
や
「
子
ど
も
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
父
親
や
母
親
に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る

責
任
や
決
意
」
と
い
っ
た
、
　
「
心
情
的
な
面
」
か
ら
の
学
習
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て

い
る
。

　
つ
ま
り
滝
　
「
生
命
の
誕
生
」
と
い
う
現
象
に
対
し
て
、
保
健
教
材
は
、
科
学
と
し

て
の
概
念
を
提
示
す
る
。
同
じ
現
象
に
対
し
て
帖
詩
教
材
の
方
は
、
詩
人
の
個
性
的

な
言
語
形
象
の
世
界
を
提
示
す
る
。
そ
こ
に
滝
単
元
「
生
命
の
誕
生
」
に
対
し
て
、

二
つ
の
教
科
の
明
確
な
差
異
が
あ
っ
た
。
そ
の
差
異
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
国
語

科
の
教
科
内
容
と
し
て
滝
　
「
詩
の
機
能
」
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
「
詩
の
機

能
」
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
滴
保
健
教
材
の
役
割
も
確
定
し
て
い
く
。
そ
こ
に
、

「
関
連
」
指
導
と
し
て
の
「
幸
福
な
関
係
」
が
成
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
二
点
め
は
、
教
科
に
固
有
の
「
言
葉
」
の
問
題
で
あ
る
。
異
質
な
教
科
の
「
関
連
」

指
導
に
お
い
て
、
必
ず
ぶ
つ
か
る
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
実
践
を
ふ
ま
え
て
滝
堅
田
氏
は
竜
　
「
詩
の
言
葉
（
と
く
に
比
楡
）
」
の
役
割

に
つ
い
て
帖
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
《
詩
の
言
葉
が
、
保
健
の
学
習
内
容
に
イ
メ
ー
ジ
を
っ
け
加
え
て
い
く
働
き
を
し

　
て
い
る
。
豊
か
に
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
学
習
内
容
は
具
体
的
を
も
っ
。

　
　
例
え
ば
鬼
保
健
の
授
業
で
は
〈
卵
子
〉
と
一
語
で
す
ま
せ
る
言
葉
が
「
碩
歌
」

　
に
お
い
て
〈
女
の
中
に
／
月
ご
と
に
あ
た
ら
し
く
創
り
だ
さ
れ
て
昇
る
太
陽
〉
と

　
表
現
さ
れ
滴
ま
た
〈
神
か
ら
っ
か
わ
さ
れ
た
／
選
ば
れ
た
る
者
の
お
と
ず
れ
を
静

　
か
に
待
つ
／
期
待
と
／
可
能
性
の
火
〉
と
い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
そ
う
す
る

　
と
、
黒
板
に
掲
示
さ
れ
た
〈
卵
子
〉
の
拡
大
写
真
が
、
形
状
や
色
彩
を
視
覚
で
と

　
ら
え
る
だ
け
で
な
く
喝
〈
生
き
て
い
る
も
の
〉
と
し
て
生
徒
は
想
像
す
る
こ
と
が
．
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詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
！
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

容
易
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
　
「
詩
に
は
比
楡
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
保
健
の

本
よ
り
か
何
倍
か
分
か
る
し
池
何
倍
か
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」
と
い
う

感
想
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
詩
の
表
現
方
法
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
擬
人
法

に
よ
っ
て
、
生
徒
の
心
に
命
あ
る
〈
卵
子
〉
と
し
て
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
生
み
だ

さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
黒
板
に
掲
示
さ
れ
た
図
を
見
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
〈
精
子
〉
の
形
状
は
単
に
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
に
似
た
物
と
し
て
生
徒
の
目
に
映
る
だ
け
で
あ
ろ
う
が
油
新
川
和

江
臥
詩
を
併
せ
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
〈
い
そ
ぐ
〉
〈
お
よ
ぐ
〉
〈
急
流
を
さ
か
の
ぼ

る
魚
群
〉
〈
水
泳
選
手
の
集
団
〉
と
な
っ
て
豊
か
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〈
昏
い
谷
間
〉
は
も
は
や
〈
子
宮
〉
そ
の
も
の
で
は
な
く
滝
本
物
の
暗
い
谷
間
と

な
る
。
〈
エ
ベ
レ
ス
ト
よ
り
も
け
わ
し
い
峰
々
〉
と
い
う
表
現
か
ら
は
本
物
の
エ

ベ
レ
ス
ト
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
よ
う
。
そ
の
時
滴
生
徒
た
ち
は
〈
昏
い
谷
間
〉
の
こ

と
を
、
〈
エ
ベ
レ
ス
ト
〉
を
必
死
で
急
い
で
い
る
の
は
込
〈
精
子
〉
の
形
状
を
し

た
も
の
と
い
う
よ
り
、
も
っ
と
別
の
も
の
、
す
な
わ
ち
人
間
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
詩
を
読
む
こ
と
で
〈
受
精
〉
の
過
程
を
ひ
と
つ
の
物
語

と
し
て
読
み
直
す
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　
〈
受
精
卵
〉
に
つ
い
て
も
や
は
り
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
黒
板
に
掲
示
さ
れ

る
〈
受
精
卵
〉
は
受
精
し
て
い
な
い
卵
子
と
比
較
す
る
と
色
彩
が
こ
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
〈
夢
見
る
真
珠
〉
の
名
に
相
応
し
く
美
し
い
も
の
と
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
を
い
っ
そ
う
美
し
く
感
じ
さ
せ
る
の
は
〈
夢
見
る
真
珠
〉
と
い

う
言
葉
で
あ
り
、
〈
真
珠
は
目
ざ
め
る
　
愛
の
名
に
よ
っ
て
／
真
珠
は
実
る
　
祝

福
さ
れ
た
一
っ
の
め
ぐ
り
逢
い
を
孕
ん
で
〉
と
い
う
表
現
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
市
提
示
す
る
詩
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
が
豊
か
に
な
り
、
保
健
の

学
習
の
理
解
が
深
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
比
職
が
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
と
言

　
え
よ
う
。
》

　
作
晶
「
頒
歌
」
　
（
新
川
和
江
）
の
比
職
が
滝
生
徒
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て

い
っ
た
か
。
生
徒
た
ち
の
受
容
の
プ
ロ
セ
ス
が
滝
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
作
晶
「
碩
歌
」
の
中
で
池
〈
卵
子
〉
は
〈
女
の
中
に
／
月
ご
と
に
あ
た
ら
し
く
創

り
だ
さ
れ
て
昇
る
太
陽
〉
と
滴
〈
精
子
〉
は
〈
急
流
を
さ
か
の
ぼ
る
魚
群
〉
と
、
そ

し
て
〈
受
精
卵
〉
は
〈
夢
見
る
真
珠
〉
と
、
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
の
比
臓
で
も
っ
て
表

現
さ
れ
て
い
る
。
〈
卵
子
〉
〈
精
子
〉
〈
受
精
卵
〉
は
、
い
ず
れ
も
保
健
学
習
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
σ
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
詩
の
中
で
は
生
の
ま
ま
用
い
ら
れ
ず
、

美
し
く
神
秘
的
な
比
職
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
る
。
堅
田
氏
の
言
葉
で
い

え
ば
滝
　
「
比
楡
が
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
」
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
比
臓
表
現
の
カ
で

あ
る
。

　
「
比
職
」
に
よ
る
「
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
」
は
、
作
品
「
類
歌
」
だ
け
で
は
な

い
。
作
晶
「
H
ミ
竃
げ
O
；
」
．
（
吉
野
弘
）
の
〈
婬
嫉
の
雌
〉
は
、
そ
れ
自
身

〈
せ
っ
な
い
〉
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
が
ら
、
〈
僕
〉
を
生
み
落
と
し
て
す
ぐ
に
亡
く

な
っ
た
母
親
像
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
（
婬
蜻
〉
は
、
生
命
誕
生
の
「
た
と
え
」

で
あ
る
。
作
晶
「
客
人
来
た
り
ぬ
」
　
（
三
木
卓
）
に
お
い
て
、
　
「
世
界
一
新
晶
の
お

や
じ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
も
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
比
臓
表
現
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
喝

子
ど
も
の
誕
生
に
立
ち
会
っ
た
父
親
の
、
不
器
用
な
対
応
の
様
子
が
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
描
か
れ
て
い
る
。
　
「
新
晶
」
と
い
う
モ
ノ
（
新
し
い
晶
物
一
製
晶
）
を
さ
玄
言
葉

を
、
父
親
の
「
た
と
え
」
に
使
う
こ
と
で
、
不
慣
れ
な
父
親
の
と
ま
ど
い
の
様
子
を

効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
。

　
「
比
職
」
は
、
リ
ズ
ム
一
イ
メ
i
ジ
と
と
も
に
、
　
「
詩
」
に
特
有
の
表
現
方
法
で

あ
る
。
み
て
き
た
よ
う
に
滝
堅
田
氏
の
開
発
し
た
詩
教
材
に
お
い
て
、
比
職
表
現
は
、

作
晶
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
大
き
く
機
能
し
て
い
る
。
そ
し
て
滝
授
業
に
お
い
て
、
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生
徒
た
ち
も
、
そ
の
「
比
楡
」
を
て
が
か
り
に
作
晶
の
世
界
を
受
容
し
て
い
た
。
そ

の
意
味
で
、
堅
田
氏
の
比
職
表
現
を
重
視
し
た
教
材
化
は
抽
的
確
な
着
眼
点
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
三
点
め
は
、
こ
の
実
践
を
、
ア
ン
ソ
ロ
ソ
ー
の
教
材
開
発
と
み
た
と
き
の
意
義
で

あ
る
。

　
私
は
滴
詩
教
育
に
お
い
て
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
教
材
開
発
を
帖
次
の
よ
う
に
大
き

く
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

　
一
っ
は
、
題
材
に
よ
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
た
と
え
ば
滴
　
「
石
」
と
い
う
題

材
に
よ
っ
て
抽
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
構
成
す
る
方
法
で
あ
る
。
　
「
石
」
　
（
草
野
心

平
）
　
「
石
」
　
（
壷
井
繁
治
）
　
「
い
し
っ
こ
ろ
」
　
（
谷
川
俊
太
郎
）
　
「
っ
け
も
の
の
お

も
し
」
　
（
ま
ど
一
み
ち
お
）
の
よ
う
に
、
同
じ
題
材
で
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
構
成
す
る
。

詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
同
じ
題
材
の
作
晶
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
で
い
て
商
題

材
に
対
す
る
「
見
方
」
は
、
詩
人
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。
そ
の
多
様
な
「
詩
人
の

見
方
」
を
教
科
内
容
と
す
る
教
材
開
発
で
あ
る
（
拙
稿
「
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
目
」

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
2
2
巻
　
一
九
八
九
一
二
一
を
参
照
）
。

　
二
つ
に
は
、
主
題
に
よ
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
主
題
の
複
数
の

詩
を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
私
の
実
践
（
拙
著
『
現
代
詩
の
授

業
』
一
九
七
八
）
で
い
え
ば
、
　
「
ポ
ェ
ジ
ー
紀
行
」
　
（
谷
川
俊
太
郎
の
詩
、
み
つ
は

し
ち
か
こ
の
詩
画
集
、
井
上
陽
水
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
一
中
学
三
年
の
実
践
）
、

「
青
春
の
心
象
風
景
」
　
（
安
水
稔
和
の
世
界
二
局
校
二
年
の
実
践
）
、
　
「
現
代
詩
の

意
匠
」
　
（
嶋
岡
農
か
ら
川
崎
洋
ま
で
工
局
校
三
年
の
実
践
）
な
ど
が
帖
そ
の
事
例
で

あ
る
。「

ポ
ェ
ジ
ー
紀
行
」
　
「
青
春
の
心
象
風
景
」
　
「
現
代
詩
の
意
匠
」
は
、
対
象
学
年
に

合
わ
せ
た
主
題
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
特
定
の
主
題
の
も
と
に
喝
複
数
の
詩
で
も
っ

詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
i
詩
教
育
の
研
究

（
6
）
　
（
足
立
）

て
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
構
成
す
る
塙
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
同
じ
主
題
で
あ
っ
て
も
、

詩
人
た
ち
の
個
性
的
な
ア
ン
グ
ル
に
注
目
し
て
、
相
対
的
な
「
詩
人
の
見
方
」
を
教

科
内
容
と
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。

　
三
つ
に
は
喝
詩
の
表
現
方
法
に
よ
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
詩
の
表
現
方
法
に

は
、
一
般
的
な
分
類
に
よ
る
と
、
リ
ズ
ム
一
イ
メ
ー
ジ
一
比
楡
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
表
現
方
法
で
も
っ
て
洩
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
構
成
す
る
。
表
現
内
容
に
対
し
て
、
表

現
方
法
で
も
っ
て
喝
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
構
成
す
る
方
法
で
あ
る
。
最
近
よ
く
試
み
ら

れ
て
い
る
「
こ
と
ば
あ
そ
び
」
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
な
ど
が
滝
．
そ
の
事
例
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
大
ま
か
な
分
類
で
あ
っ
て
、
実
践
段
階
で
は
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ひ
ろ
い
詩
の
世
界
に
対
し
て
、
特
定
の
ア
ン

グ
ル
か
ら
同
時
に
複
数
の
教
材
開
発
を
試
み
る
方
法
で
あ
る
。
詩
教
育
の
活
性
化
た

め
に
、
私
は
、
不
可
欠
の
教
材
開
発
論
と
考
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
為
堅
田
美
穂
氏
の
実
践
は
市
私
の
分
類
か
ら
す
る
と
、
　
「
生
命
の
誕
生
」

と
い
う
単
元
名
で
明
ら
か
な
よ
う
に
喝
主
題
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
方
法
で
あ
る
。
　
「
生

命
の
誕
生
」
と
い
う
主
題
の
も
と
に
、
「
顧
歌
」
（
新
川
和
江
）
「
H
ミ
易
σ
◎
；
」

（
吉
野
弘
）
　
「
客
人
来
た
り
ぬ
」
　
（
三
木
卓
）
　
「
歌
」
　
（
新
川
和
江
）
の
四
編
の
詩

が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
典
型
的
な
主
題
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
方
法
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
み
て
き
た
よ
う
に
滴
単
な
る
主
題
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
は
な
い
。
保
健
と

い
う
他
教
科
と
の
「
関
連
」
指
導
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
生
命
の
誕
生
」
と
い
う
主
題
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
滝
も
ち
ろ
ん
竜
詩
教
材
だ
け
で

も
構
成
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
あ
く
ま
で
詩
教
育
と
い
う
小
さ
な
ジ
ャ
ン

ル
（
国
語
科
の
中
の
一
領
域
）
の
教
科
内
容
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
限
界
を
、

堅
田
氏
実
践
は
袖
保
健
と
い
う
科
学
的
な
教
科
内
容
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
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詩
と
保
健
の
「
関
連
」
指
導
－
詩
教
育
の
研
究
（
6
）
　
（
足
立
）

り
厚
み
の
あ
る
教
科
内
容
に
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
詩
の
主
題
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
、
堅
田
氏
か
実
践
の
よ
う
に
滝
他
教
科
と
の
「
関
連
」

指
導
の
「
基
点
」
に
位
置
づ
け
て
い
く
と
、
詩
教
育
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
堅
田
氏
の
実
験
授
業
は
洩
そ
の
点
で
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
詩
教
育

の
先
導
的
な
実
践
研
究
で
あ
フ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
科
教
育
研
究
室
）


